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この春竣工する国立市・NHK学園新校舎

「光のロビー」内に飾られる石彫像“ほほえ

み"。真壁産花商岩小目石 (こめいし)を使

用、高さ2.7メートル、重さ5トン。硬度の高

い12トンの原石から彫り起こしました。ほほ

えむお母さんが、学生やお客様を迎えます。

。

お知 5 せ
NHκ総合テレビ土曜 "美の朝"で、との作晶を交えな

がら「造形作家三橋国民・おもいをきざむ(聞き手

山根基世)Jが放送されます。ご高覧のほどを 。

とき 4月3日(土) 7時30分~7時53分 [ハイ ビジョ ン]

4月10日(土) 5時25分~5時48分[総合第一]

4月14日(水) 9時30分~9時53分[総合第一]

委員会からのお知らせ

申告書の書き方説明会他

全法連ホームページの紹介

税制トピックス

短歌・俳句欄

平成11年度税制改正

政府の基本方針決まる

「ほほえみ」
石像彫刻(部分)

三橋園民

法人会会員企業の皆様のための福利厚生施設

ラフォーレ倶楽部をご利用ください

確定申告の初日・編集後記

経
済
の
先
行
き
を
悲
観
し
す
ぎ
る
一一な
一

1
9
9
9
年

2
月
2
日
、
ザ
・
エ
ル
シ
ィ
町
田
に
別
名
参
加



L E 橋本久義氏
昭和20年生まれ。昭和44年東京大学工学部精密機械工学科卒

業。通産省入省。中小企業技術課長、総括研究開発官等を歴任。平成6年8月より現職。埼玉大

学では、発展途上国の産業発展、中小企業の活性化をメインテーマに研究に取り組んでいる。

I F 。R P 新春の集い・講演会

1

日
本
の
中
小
企
業
の
底
力
は
や
っ
ぱ

り
す
ご
い
!

2
.
景
気
は
例
年
が
底
で
、
そ
の
後
は

ツ
イ
テ
い
な
か
っ
た
だ
け
!

3
.
海
外
か
ら
日
本
に
発
注
が
戻
り
始
め

て
い
る
!

4
.
小
湖
、
堺
屋
体
制
で
世
論
ベ
ク
ト
ル

が
あ
っ
て
き
た
1

5
.
今
年
の
秋
か
ら
景
気
は
回
復
す
る
!

2
1
0
7
祉
を
工
場
視
察

4
年
前
ま
で
私
は
通
産
省
の
鋳
鍛
造

4

口
問
(
鋳
物
鍛
造
プ
レ
ス
金
型
等
)
課
長
で

あ
っ
た
が
、
ロ
年
前
に

1
ド
ル
捌
円
が

一
年
間
で
印
円
へ
と
急
激
な
円
高
に
な

っ
て
、
輸
出
産
業
で
あ
る
こ
の
業
界
に
危

機
感
が
お
こ
っ
た
時
、
業
界
の
ス
ム
ー
ズ

な
産
業
構
造
の
転
換
を
目
的
と
し
て
町
の

鉄
工
場
視
察
を
始
め
た
。
以
来
、
そ
の
数

は
海
外
も
含
め
て

2
1
0
7
杜
に
上
る
。

付
加
価
値
の
少
な
い
こ
の
産
業
が
生
き
残

る
の
は
難
し
い
と
い
う
思
い
で
視
察
を
始

め
た
の
だ
が
、
逆
に
、
世
界
的
に
こ
れ
ほ

ど
強
い
産
業
は
な
い
と
確
信
し
た
。

な
ぜ
な
ら

I
C
等
ハ
イ
テ
ク
産
業
は

発
展
途
上
国
で
も
そ
乙
そ
乙
作
れ
る
が
、

我
慢
、
実
直
、
工
夫
と
い
っ
た
性
格
や
能

力
が
必
要
と
さ
れ
る
金
型
産
業
の
よ
う
な

ロ
l
テ
ク
分
野
は
日
本
独
自
の
も
の
で
あ

り
、
国
民
性
の
異
な
る
他
国
で
は
決
し
て

良
質
の
製
品
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
や
め
ら
れ
な
い

工
場
視
察

日
本
の
中
小
企
業
の
社
長
た
ち
は
大
変

に
興
味
あ
る
人
た
ち
、だ
。
社
長
に
人
徳
が

あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
社
員
さ
ん
達

が
定
着
し
な
い
し
、
文
銀
行
も
取
引
し
な

い
。
創
業
時
や
技
術
開
発
に
つ
い
て
の
苦

労
話
も
面
白
く
勉
強
に
な

っ
た
。
大
企
業

が
最
新
鋭
の
設
備
で
技
術
革
新
を
す
る
の

に
対
し
て
、
小
さ
な
工
夫
や
細
か
な
改
革

を
死
に
物
狂
い
で
行
い
、
し
か
も
そ
れ
を

古
い
機
械
で
短
い
時
間
で
達
成
す
る
。
そ

し
て
、
大
手
工
場
の
八
掛
け
の
価
格
で
生

産
し
納
入
を
果
た
す
の
で
あ
る
か
ら
日
本

の
中
小
企
業
は
す
ご
い
。

日
本
経
済
は

ツ
イ
テ
い
な
か
っ
た

こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
、
ゃ
れ
政
治
家
や
官
僚
は
喧
#消
し
、

人
件
費
は
米
の

3
倍
だ
。
少
子
化
で
若

年
勤
労
人
口
が
減
り
、
し
か
も
勤
労
意
欲

も
少
な
い
等
々
景
気
の
先
行
き
に
つ
い
て

お
先
真
っ
暗
の
話
を
よ
く
聞
く
。
し
か
し

こ
れ
ほ
ど
勤
勉
な
国
民
性
を
持
っ
た
日
本

が
だ
め
な
は
ず
が
な
い
。
た
ま
た
ま
、
{
ツ

多数の方に参加 していただきました

。



イ
テ
い
な
か
っ
た

]
の
が
原
因
で
あ
る
。

1
9
9
4
年
ロ
月
に
は
景
気
は
回
復
軌

道
に
あ
っ
た
が
、
白
年

1
月
に
阪
神
大

震
災
が
起
こ
り
建
設
重
機
が
阪
神
地
区
へ

集
中
し
て
首
都
圏
で
の
公
共
投
資
が
で
き

な
く
な
っ
た
事
が
ひ
と
つ
。
オ
ウ
ム
サ
リ

ン
事
件
が
起
こ
り
、

マ
ス

コ
ミ
の
昼
夜
分

か
た
ぬ
報
道
で
、
国
民
全
体
の
消
費
マ
イ

ン
ド
が
沈
滞
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
も
う

ひ
と
つ
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

景
気
は

例
年

6
月
が
底
だ
っ
た

工
作
機
械
産
業
で
見
る
と
、
か
つ
て

兆
円
産
業
だ
っ
た
の
が
バ
ブ
ル
が
は
じ
け

て

5
3
0
0
億
円
ま
で
落
ち
込
み
、
そ

の
後
町
年
は
前
年
比
却
%
増
、
川
四
年

釘
年
初
%
増
と
回
復
し

mm

加
%
増
、

年
に
は

一
兆
円
に
戻
っ
て
い
る
。
マ
ス
コ

ミ
は
殆
ど
触
れ
な
か
っ
た
が
他
の
機
械
部

品
や
電
子
部
品
も
相
当
増
え
た
の
も
事
実
。

金
型
産
業
も
同
様
で
あ
り
何
年
に
は

4
4
0
0
億
円
ま
で
落
ち
た
が
、

実
は

平
均
単
価
が
却

j

お
%
下
落
し
た
の
に

対
し
、
売
上
げ
は
路
%
の
落
ち
込
み
に

留
ま
っ
た
。
つ
ま
り
生
産
量
は
日
%
増

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
町
年

度
は

5
5
0
0
億
円
ま
で
回
復
し
た
。

絶
え
間
無
い
マ
ス
コ
ミ
の
{
底
無
し
の

不
況
]
報
道
に
よ
り
単
価
を
値
上
げ
す
る

わ
け
に
行
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
に

発
注
が
戻
っ
て
き
て
い
る

そ
の
理
由
は
、
発
展
途
上
国
で
は
日
本

の
よ
う
に
良
質
の
製
品
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
生
産
す
る
事
は
難
し
い
か
ら
。
忍
耐
と

工
夫
が
必
要
な
現
場
の
意
昧
が
彼
ら
に
は

理
解
で
き
な
い
。
「
喜
び
合
い
、
励
ま
し

合
う
」
風
土
は
日
本
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

文
、
電
気
・
水
道
等
の
設
備
、
機
械
工
具

類
の
在
庫
が
完
備
し
、
前
後
の
工
程
担
当

者
を
含
め
た
組
織
的
な
向
上
心
も
き
わ
め

て
高
い
と
い
っ
た
、
全
て
の
周
辺
品
質
環

境
が
日
本
に
は
整

っ
て
い
る
。

例
え
ば
海
外
の
工
場
で
、

鉄
の
ス
ク
ラ

ッ
プ
か
ら
珪
素
鋼
銀
を
生
産
す
る
材
料
の

中
に
コ
カ
コ

l
ラ
の
ア
ル
ミ
缶
や
、
果
て

。

は
犬
の
死
骸
が
入
っ
て
い
た
な
ど
と
い
う

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
平
気
で

起
こ
り
、
そ
の
た
め
に
日
本
で
は
不
要
な

技
術
が
余
計
に
必
要
に
な
っ
た
り
す
る
。

概
し
て
モ
ラ
ル
も
低
く
、
日
本
製
の
工
具

や
部
品
が
盗
難
さ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
。

橋
本
↓
小
淵
+
堺
屋
で

世
論
ベ
ク
ト
ル
に
変
化

1
9
9
4
年
村
山
内
閣
発
足
の
時
、

橋
本
通
産
大
臣
が
就
任
挨
拶
で
「
日
本
を

支
え
て
い
る
中
小
企
業
が
こ
れ
か
ら
も
元

気
良
く
日
本
で
や
っ
て
い
け
る
様
に
し
て

海増 140行
外や円乙
のしか
生て広」
産輪二と
拠出挙述
点在にべ
逗す 100そ
いし円
出、に当
そ中な時
う小りは
と企輪ド
し 業入ル
てををが

い
た
そ
の
と
き
に
で
あ
る
。

ま
た

「
京
浜
島
事
件
」
と
い
う
の
が
あ

っ
た

。
橋
本
通
産
相
が
就
任
後
す
ぐ
、

加
社
の
中
小
企
業
で
作
る
京
浜
島
の
生

産
組
合
で
講
演
し
た
。
こ
れ
は
前
例
が
な

ぃ
。
普
通
な
ら
、
経
団
連
や
日
経
連
と
い

っ
た
大
団
体
か
ら
や
る
べ
き
な
の
に
と
大
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騒
ぎ
に
な
っ
た
。
部
下
が
質
し
に
行
く
と

案
の
定
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
た
。
日
く
、

「時
間
が
空
い
て
い
た
か
ら
や

っ
た
。
中

小
企
業
で
あ
る
か
ら
こ
そ
な
お
さ
ら

一
生

懸
命
ゃ
っ
た
の
だ
!
」
と
。

総
理
に
な
っ
て
か
ら
「
日
本
の
中
小
企

業
政
策
は
お
か
し
い
。
ハ
イ
テ
ク
、

<<: 
ン

チ
ャ

l
、
新
産
業
か
ら
援
助
す
る
の
で
は

な
く
、
日
本
を
支
え
て
き
た
メ

ッ
キ
や
塗

装
、
熱
処
理
や
販
売
屈
と
い
っ
た
中
小
企

業
と
そ
援
助
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
に
な
り

{
特
定
産
業
集
積
活

性
化
法
]
(
下
請
け
産
業
振
興
法
)
が
施

行
さ
れ
た
。

小
淵
現
総
理
は
橋
本
さ
ん
の
よ
う
な
個

性
は
な
い
が
、
官
僚
、
野
党
、
党
内
派
閥

の
意
見
を
良
く
配
慮
し
、
今
ま
で
に
な
い

施
策
を
着
々
と
実
行
し
て
い
る
。
私
が
最

も
期
待
し
て
い
る
の
は
、
私
の
元
上
司
で

あ
っ
た
堺
屋
太

一
先
生
で
あ
る
。
氏
は
自

分
の
メ
デ
ィ
ア
を
武
器
に
し
て
マ
ス
コ
ミ

と
対
抗
で
き
る
唯

一
の
政
治
家
で
あ
る
。

今
ま
で
の
政
府
与
党
を
終
始
攻
撃
し
て
き

た
マ
ス
コ
ミ
の
論
調
が
少
し
づ
っ
変
化
し

町団法人
世
論
の
ベ
ク
ト
ル
が
合
っ
て
き
た
と
思
う
。

景
気
は

確
実
に
回
復
し
て
き
て
い
る

最
近
会
う

叩
人
に

一
人
は

「
前
よ
り

良
く
な
っ
て
き
た
気
が
す
る
」
と
答
え
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
研
究
開
発
が
進
み
、

今
年
の
夏
ご
ろ
に
は
そ
れ
が
完
成
し
、
秋

頃
か
ら
効
果
が
出
て
く
る
。
し
か
し

3
月、

6
月、

7
月
が
か
な
り
き
つ
い
か
も
し

れ
な
い
。
秋
に
戻
っ
て
く
る
景
気
の
振
り

子
に
飛
び
移
れ
る
だ
け
の
体
力
を
温
存
し

て
、
歯
を
食
い
し
ば

っ
て
今
を
乗
り
越
え

て
欲
し
い
。
日
本
が
強
い
の
は
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
や
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
企
業
の
お
陰
で

は
な
く
、
同
じ
物
で
も
安
く
速
く
ど
う
や

っ
た
ら
お
客
様
の
喜
ぶ
も
の
を
作
れ
る
か
、

真
心
と
夢
と
誇
り
と
ロ
マ
ン
を
持
っ
て

一

生
懸
命
考
え
て
や

っ
て
い
る
人
が
山
ほ
ど

い
る
中
小
企
業
が
支
え
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
ん
な
国
は
世
界
中
ど
こ
に
も
な
い
。
ど

う
か
自
信
を
持
っ
て
、
人
を
育
て
、
技
術

を
磨
い
て
が
ん
ば

っ
て
欲
し
い
。
そ
う
申

し
上
げ
て
私
の
講
演
を
終
わ
り
ま
す
。

(文
責

・
三
橋
)

軽妙酒脱な語り口で…

。



宥 F 句司、 flJ 
社団法人町田法人会

寺田市長から

お+兄吉幸をいただきました

岩波会長新春の挨拶

料理もいろいろありました

。



新春の集い・懇親会会場風景

、様々

ますますお元気な鈴木顧問

。



区会のイベント
h
レ
レ

kh
む

「
ピ
ン
ク
の
河
津
桜
と

世
界
の
人
形
見
学
」

中
町
地
区
会
の
パ
ス
研
修
会
が
去
る

2

月
担
日
に
行
わ
れ
、
生
憎
の
空
模
様
で
し

た
が
、
大
好
評
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

当
初
の
企
画
、ど
お
り
、
女
性
が
多
数
参
加

さ
れ
総
勢

ω
名
と
な
り
ま
し
た
。

町
田
第

一
中
学
校
前
か
ら
出
発
し
、
パ

ス
の
中
で
は
佐
藤
指
導
官
か
ら
税
金
ク
イ

心の中にもピンクの桜が…

ズ
が
出
題
さ
れ
、
さ
す
が
に
経
理
担
当
者

の
方
が
多
か
っ
た
の
で
好
成
績
で
し
た
。

ち
な
み
に
男
性
会
員
の
参
加
者
は
、
相
沼

会
長
他

5
名
。

最
初
の
見
学
は
浄
連
の
滝
。
雨
に
煙
る

滝
も
乙
な
も
の
で
し
た
。

河
津
桜
は
、
普
段
の
行
い
が
よ
い
の
か

雨
も
止
み
、
満
開
の
桜
並
木
、
黄
色
い
菜

の
花
を
充
分
堪
能
し
、
お
畳
は
伊
豆
高
原

で
有
名
な
「
花
吹
雪
」
。
乙
こ
は
、
お
屈
で

使
用
し
て
い
る
食
器
、
襖
紙
、
お
屈
の
人

が
着
て
い
る
作
務
衣
、
今
食
べ
た
懐
石
料

理
の
お
弁
当
、
ハ
リ
ハ
リ
漬
ま
で
さ
り
げ

な
く
お
土
産
と
し
て
販
売
す
る
商
売
に
感
心
。

キ

ュ
ー
ピ
ー
人
形
や
モ
ン
チ
ッ
チ
で
大

ヒ
ッ
ト
し
た
会
社
の
「
セ
キ
グ
チ
ド

l
ル

ガ
ー
デ
ン
」
は
世
界
の
か
わ
い
ら
し
い
人

形
が
飾
ら
れ
て
お
り
、

童
心
に
か
え
り
、

世
界
を
駆
け
巡
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
の
中
に
河
津
桜
の
ピ

ン
ク
の
桜
が
満

開
に
咲
い
た
研
修
会
で
し
た
。(

白
木

富
雄
)

原
則

mk
h
引っ
一一

「
上
手
な
税
務
調
査
の
受
け
方
」

平
成
日
年

2
月
初
日

午
後

3
時
か
ら

町
田
法
人
会
事
務
局

-
ビ
デ
オ

「
上
手
な
調
査
の
受
け
方
」

・
調
査
に
つ
い
て

(参
加
者
叩
名
)

。
佐藤上席指導官の説明に聞き入る

原町田第一地区会の皆さん



議議護襲• • • 
「
収
益
及
び
費
用
の
税
務
」

平
成
日
年

3
月

2
日

午
後

6
時
か
ら

町
田
法
人
会
事
務
局

.
法
人
の
収
益
、
原
価
、
経
費
の
計
上
時

期
の
説
明

・
各
経
費
の
誤
り
の
多
い
事
例
に
つ
い
て

説
明
(
参
加
者
日
名
)

研修会場と、挨拶される

田中旭町地区会長

「
相
続
税
・
贈
与
税
の
概
要
」

平
成

日
年

2
月
同
日

午
後

6
時
加
分
か
ら

本
町
田
集
会
場

-
相
続
税
と
贈
与
税
の
基
本
的
な
考
え
方

と
計
算
方
法
等
の
説
明

(
参
加
者
幻
名
)

金森・高ヶ坂地区の皆さん

「
相
続
税
・
贈
与
税
の
概
要
」

平
成

日
年

2
月
四
日

午
後

7
時
か
ら

金
森

2
丁
目
会
館
(
金
宗
寺
)

-
相
続
税
と
贈
与
税
の
基
本
的
な
考
え
方

と
計
算
方
法
等
の
説
明

(
参
加
者
四
名
)

d
r
¥
 

PR

一山
一地
区
会

「
消
費
税
の
取
吸
い
」

平
成

日
年

2
月
日
日

午
後

2
時
か
ら

小
山
セ
ン
タ
ー

い
こ
い
の
間

・
誤
り
の
多
い
事
項

-
経
理
処
理
(
税
込
み
・
税
抜
き
)
の
遣
い

・
帳
簿
・
書
類
保
存
規
定
な
ど

(参
加
者

8
名
)

。



(有)アシストツカサ

一
昧
違

っ
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
目
指
し
て

平
成
叩
年
1
月
オ
ー
プ
ン
し
た
「
パ
ソ
コ
ン
タ

ッ
チ
塾
」
が
同
社
の
中
心
事
業
で
す
。

経
営
者
の
田
中
米
司
さ
ん
は
、
パ
ソ

コ
ン
歴

は
浅
い
の
で
す
が
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
オ
フ
ィ

ス
ユ
ー
ザ
ー
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
腕
前
で
ま

さ
に
タ
ッ
チ
お
じ
さ
ん
で
す
。本
職
は
訓
練
講

座
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
、
社
内
研
修
や
公

開
講
座
を
手
が
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
(人

間
関
係
)
講
座
の
専
門
家
で
す
。

パ
ソ

コ
ン
教
室
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
、
ご

自
身
が
パ
ソ

コ
ン
教
室
に
通
っ
て
い
た
経
験

の
中
で
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
受
講
生
の
心

の
通
っ
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
必
要
だ
と
感
じ
、

寺
小
屋
方
式
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
関
西
し
ま

し
た
。
学
ぶ
人
の
側
に
立
っ
て
、
お
客
さ
ん
が

求
め
て
い
る
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
後
の
人
気
は
上
々
で
、
目
的
ど
お

り
ご
町
内
の
パ
ソ
コ
ン
塾
と
し
て
、
小
学
生
か

ら
加
歳
代
ま
で
の
幅
広
い
人
た
ち
が
パ
ソ
コ

ン
を
挟
ん
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
談
笑
し

て
い
る
光
景
は
実
に
和
や
か
で
温
か
み
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

同
社
の
特
色
と
し
て
パ
ソ

コ
ン
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
ほ
か
、困

っ
た
と
き
の
救
急
隊
と
し

て
パ
ソ

コ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル
処
理
や
、
購
入
時
の

ア
ド
バ
イ
ス
、
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ
(
パ

ソ
コ
ン
の

設
定
)
等
の
出
張
サ
ー
ビ
ス
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
町
田
知

つ
得
情
報

(
芸
℃
・ミ
2
2
g
M
E
E
t
sて
コ
0
・壱
1
8
ω
豆
¥)
を
開

設
し
、
地
元
の
隠
れ
た
昧
の
庖
や
、
特
色
の
あ

る
お
居
の

P
R
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
6
年
前
か
ら
玉
川
学
園
文
化
セ
ン
タ

@ 

ー
を
拠
点
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
「
生

涯
現
役
ま
ち
だ
会
」
を
主
宰
し
て
い
ま
す
。
2

ヶ
月
に
1
回
の
定
例
会
に
は
、
各
分
野
の
専
門

家
を
講
師
と
し
て
招
轄
し
、
人
生
の
後
半
の
生

き
方
に
つ
い
て
の
勉
強
を
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
人
た
ち
と
の
繋
が
り
(
紳
)
を
つ
く
る
こ

と
へ
の
支
援
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。会
社
の

名
前
が
「
ア
シ
ス
ト
・
ツ
カ
サ
」
で
あ
る
よ
う
に
、

多
く
の
人
た
ち
の
人
生
を
ア
シ
ス
卜
す
る
こ

と
が
同
社
の
基
本
理
念
で
あ
り
、
健
康
、
財
産

作
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(人
間
関
係
)、

趣
昧
等
、
幅
広
い
分
野
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。



イ更り

佐瀬地区会長の妙技

女性部会・新年会

「生演奏・マジック、

有意義でにぎやかな新年会」

女
性
部
会
新
年
会
が
、

1
月
四
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、

地
ビ

l
ル
・

レ
ス
ト
ラ
ン
回
戸
日
で
し
た
。

新
年
会
の
次
第
に
則
り
、
第

1
部
よ
り

第

4
部
ま
で
の
構
成
で
、
大
変
楽
し
く
且

つ
荘
厳
の
う
ち
に
閉
幕
い
た
し

ま
し
た
。

を
書
く
よ
う
に
と
の
乙
と
で
す

今
回
、
乙
の
新
年
会
の
感
想

の
で
、
私
な
り
に
感
じ
た
ま
ま

を

一
j
二
申
し
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
つ
も
岩
波
会
長
の
ご
挨
拶
に
は
感
動

さ
せ
ら
れ
る
の
で
す
が
、
今
度
も
大
変
意

義
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

中
国
の
故
事
で
兎
と
三
つ
の
穴
の
お
話
で
す
。

兎
が
、

一
つ
の
穴
を
通
り
抜
け
よ
う
と
し

た
と
き
、
障
害
物
が
あ

っ
て
進
め
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
と
き
兎
は
、
次
の

穴
に
入

っ
て
い
く
。
そ
れ
も
文
駄
目
だ
つ

た
ら
、
そ
の
次
の
穴
に
潜
る
の
だ
そ
う
で
す
。

私
た
ち
の
企
業
は
、
今
最
悪
の
状
況
で
す
。

こ
ん
な
と
き
、
私
達
に
兎
の
よ
う
な
知
恵

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
兎
の
よ
う

な
発
想
の
転
換
が
で
き
れ
ば
、
文
別
の
生

き
方
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

発
想
の
転
換
と
い
え
ば
、

ロ
l
ギ
ア
で
、

や
っ
と
登
る
よ
う
な
坂
道
は
、

か
え

っ
て

パ
ッ
ク
ギ
ア
で
登
る
ほ
う
が
賢
明
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
本

2
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
お

話
で
し
た
。

税
務
署
の
土
屋
統
括
官
の
ご
挨
拶
の
な

か
で
、
確
定
申
告
者
が

6
万
5
千
人
、
そ

の
う
ち

2
万
5
千
人
が
税
務
署
に
相
談
に

み
え
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
も
期
限
す
れ
す

れ
に
な
る
乙
と
が
多
く
、
署
内
が
大
変
混

雑
す
る
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
も
っ
と
早
い

時
期
に
来
署
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

頭
で
は
分
か

っ
て

い
る
の
で
す
が
つ
い
・

今
年
は
、
ギ
タ

l
リ
ス

ト
の
武
藤
先
生

を
お
招
き
し
て
、
生
演
奏
を
拝
臓
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
も
大
変
感
激
し
ま
し
た
。

手
品
同
好
会
、
有
志

3
名
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
マ
ジ
ッ
ク
も
、
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

不
器
用
の
私
に
は
、
と
て
も
真
似
で
き
な

い
世
界
な
の
で
、
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま

し
た
。

と
り
と
め
も
な
く
、
感
じ
た
ま
ま
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(
小
沼

祐
紀
子
)

@ 



便り

女性部会・見学研修会

「町田・横浜 過去・未来」
一一高齢化社会を考える一一

3
月
5
日
、
天
気
予
報
は
、

春

一
番
が

吹
く
と
い
う
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
中
、
必
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
今
年
度

2
回
目
の

見
学
研
修
が
行
わ
れ
た
。
引
世
紀
を
目
前

に
日
本
は
か
つ
て
な
い
高
齢
化
社
会
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
高
齢
者
の

た
め
の
町
田
市
の
福
祉
施
設
見
学
と
「
み

な
と
み
ら
い

包
」
を
中
心
に
横
浜
の
歴
史

に
ふ
れ
よ
う
と
計
画
さ
れ
た
。

薬
師
台
に
あ
る
第
二
清
風
園
で
は
ま
ず

会
議
室
に
案
内
さ
れ
、
西
潟
セ
ン
タ
ー
長

さ
ん
か
ら
事
業
概
要
の
説
明
を
受
け
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
は
満
員
で
入
居

希
望
者
が

3
百
数
名
と
の
と
と
。
地
域
交

流
ス
ペ

ー
ス
は
、

地
域
の
人
達
が
利
用
出

来
る
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
、
図
書
閲
覧
コ
l
ナ

l
等
々
が
設
け
ら
れ
聞
か
れ
た
施
設
を
め

ざ
し
て
い
る
。
又
、
在
宅
複
合
型
施
設
と

し
て
の
運
営
は
、
短
期
入
所
施
設
と
し
て

印
床
を
設
け
、

町
田
市
内
に
お
住
い
の
高

い
つ
で
も
利
用
出
来
る
よ
う
、

文
必
要
に
応
じ
て
送
迎
も
行
っ
て
い
る
。

一品
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
、
身

齢
者
は
、

体
が
不
自
由
な
た
め
外
出
の
機
会
が
少
な

い
人
、
自
宅
で
入
浴
が
困
難
な
方
々
の
生
活

@ 

を
支
え
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、
高

齢
者
と
家
族
介
護
者
の
相
談
な
ど
の
受
付

窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ

の
他
お
宅
に
訪
問
し
て
身
体
介
護
を
す
る

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
イ
シ
ョ

ン
な
ど
が
あ
る
。

説
明
後
、
車
イ
ス
ご
と
入
浴
出
来
る
お

風
呂
や
、
入
居
者
の
方
々
が
お
花
・
風
船

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
所
な
ど
を
見
学
。

と
て
も
明
る
い
ホ
1
ム
に
思
わ
れ
た
。
A
Q

云

議
室
に
も
ど
り
熱
心
な
質
疑
応
答
が
繰
り

返
さ
れ
、

予
定
時
間
を
加
分
近
く
オ
ー

バ

ー
し
、
パ
ス
は
、
横
浜
み
な
と
み
ら
い
引

を
め
ざ
し
走

っ
た
。

午
後

1
時
少
し
前
イ
ン
タ
ー
コ

ン
チ
ネ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
到
着
。
4
階
の
な
だ
万
雅

殿
で
の
畳
一食
と
な
っ
た
。
窓
か
ら
は
海
が

一
望
出
来
、
正
面
に
は
ベ
イ
ブ
リ

ッ
ジ、

右
手
に
は
今
夕
出
港
す
る
と
い
う
ク

ィ
1

ン
エ
リ
ザ
ベ
ス

2
世
号
が
停
泊
。
そ
ん
な
中
、

和
食
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
た
。
昼
食
後
、

帆
船
日
本
丸
、

マ
リ
タ
イ
ム
ミ

ュ
1
ジ
ア
ム
を
見
学
。
次

に
山
手
の
大
正
ロ
マ
ン
薫
る
西
洋
館
外
交
官



の
家
へ
と
向
か
っ
た
。
こ
の
建
物
は
、
明

治
必
年
に
建
て
ら
れ
、
国
の
重
要
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
庭
園
内
に
は
、

平
成

3
年
ま
で
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
の
司
祭

館
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
「
ブ
ラ
フ
四

番
館
」
も
あ
っ
た
。

春

一
番
の
吹
き
荒
れ
る
中
、
パ
ス
は
ラ

ー
メ
ン
博
物
館
に
到
着
。
館
内
は
昭
和
お
年
、

夕
焼
の
下
町
を
再
現
し
た
と
い
う
「
ラ
ー

メ
ン
街
」
が
あ
っ
た
。
何
か
と
て
も
な
つ

か
し
い
気
が
し
た
の
は
、
私
だ
け
で
あ
っ

た
ろ
う
か
。“

支
那
そ
ば
"
と
い
う
な
つ

か
し
い
名
称
に
魅
せ
ら
れ
皆
さ
ん
と
連
れ

だ
っ
て
食
し
た
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
。

一
杯
の
昔
の
昧
は
と
て
も
美
味
だ
っ
た
。

お
土
産
の
ラ
ー
メ
ン
を
買
う
人
、
駄
菓
子

を
買
う
人
そ
れ
ぞ
れ
昔
を
な
つ
か
し
ま
れ

て
い
た
の
で
は
・
:

見
学
を
終
え
、
夕
暮
迫
る
新
横
浜
を
あ

と
に
し
た
。
車
中
お
楽
し
み
抽
選
会
が
催

さ
れ
、
わ
き
あ
い
あ
い
の
時
が
流
れ
、
無

事
町
田
に
到
着
、
見
学
研
修
会
を
終
え
る

事
が
出
来
た
。

最
後
に
、
清
風
園
を
見
学
し
初
め
て
知

っ
た
事
も
多
々
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
年

寄
り
を
か
か
え
困
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

文
市
役
所
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課
の
ご

利
用
を
お
薦
め
い
た
だ
け
れ
ば
、
研
修
会

を
計
画
致
し
ま
し
た
南
地
区
役
員

一
同
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

(
加
藤
美
恵
子
)

. . . . . . . . . .・鎗・ ・e・"..・.... ..・ e・・・・@・....・.... ..・... . . iJ- 4砂・ 8

青
年
部
会
・
見
学
研
修
会

「
横
浜
新
発
見
」

さ
る

2
月

8
日
、
「
横
浜
新
発
見
」
と

題
し
て
、
見
学
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

@ 



青年部会・見学研修会

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
中
、

約
的
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ス
は

定
刻
通
り
出
発
、

一
路
最
初
の
目
的
地
で

あ
る
線
区
・

雪
印
乳
業
横
浜
チ
1
ズ
工
場

に
向
か
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
ま
ず
ビ
デ
オ
上
映
に
よ
る
、

チ
1
ズ
に
関
す
る
簡
単
な
知
識
を
学
び
ま

し
た
。

チ
ー
ズ
は
大
別
す
る
と
、

①

ワ
イ
ン
の

よ
う
に
熟
成
し
続
け
て
い
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
!
ズ
と
、

②
そ
の
ナ
チ
ユ
ラ
ル
チ

l
ズ

を
融
解
し
、
熱
を
加
え
て
熟
成
を
止
め
て

や
り
、
長
期
保
存
を
可
能
に
し
た
、
プ
ロ

セ
ス
チ
l
ズ
の

2
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

横
浜
チ

i
ズ
工
場
で
は
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ

便り

ー
ズ
で
あ
る
チ
ェ
ダ

l
チ
l
ズ
と
ゴ

l
ダ

チ
ー
ズ
を
主
原
料
に
数
十
種
類
の
プ
ロ
セ

ス
チ
l
ズ
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
実
際
に
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
を
前

に
生
産
工
程
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
見
学

し
ま
し
た
。
そ
し
て
数
々
の
出
来
立
て
チ

ー
ズ
を
試
食
し
ま
し
た
。

次
に
「
み
な
と
み
ら
い
担
」
に
あ
る
横

浜
美
術
館
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
を
過
ご

し
た
あ
と
、
中
華
街

・
寓
珍
楼
で
の
楽
し

い
畳
食
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
は
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た

金
沢
区
に
あ
る
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
モ

l
ル
「
横

浜
ベ
イ
サ
イ
ト
マ
リ

l
ナ
」
で
自
由
時
間

@ 

を
と
り
、
各
自
買
い
物
を
し
た
り
、
休
憩

し
た
り
と
の
ん
び
り
し
た
後
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

帰
り
の
パ
ス
の
中
で
は
法
人
会
ビ
デ
オ

「
部
長
と
は
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

ド
ラ
マ
仕
立
て
で
、
社
長
の
助
言
を
交
え

な
が
ら
、
部
長
の
す
べ
き
こ
と
、
た
と
え
ば
、

部
下
の
や
る
気
の
起
こ
さ
せ
方
や
、
部
下

の
誉
め
方
、

叱
り
方
な
ど
私
自
身
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
法
人
会
と
青
年
部
会
の

P
R
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

3
0
0
0
円
の
参

加
費
で
こ
の
よ
う
に
盛
り
沢
山
の
内
容
は

法
人
会
な
ら
で
は
の
大
変
お
得
な
企
画
で
す
。

他
業
種
の
方
と
の
情
報
交
換
の
た
め
に
も

若
き
経
営
者
の
方
の
ご
加
入
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

(
諸
星

征
孝
)



源
泉
部
会
・
税
務
研
修
会

日
時
・

平
成
日
年
2
月
4
日

場
所
・

八
千
代
銀
行

午
後

2
時
か
ら

町
田
支
届

ア

l
マ

-
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
確
定
申
告

.
源
泉
所
得
税
の
改
正

-
源
泉
所
得
税
事
務
の
留
意
事
項

講
師
・

町
田
税
務
署
源
泉
税
担
当
官

(参
加
者
却
名
)

社団法人町田法人会
第19開通常総会のお知§せ

議主主総 jで きト繁議

日時・平成11年5月21日(金)

午後2時(予定)

場所・ホテル ラポール千寿閣

平成10年度事業報告示認の件

平成 10年度収支決算報告

並びに監査報告承認の件

平成11年度事業計画(案)承認の件
毒事 b料提 言、 、 機

平成11年度収支予算(案)承認の件

定料貯件 泌 議委
任期満了に伴なう理事、監事選任の件

会
一一…一

いハ
同

案

案

部

吋

議

議

コ
ア
と

号

号

強

調

恥

取

第3号議案

第4号議案

第5号議案

第6号議案

[第一部]講演会

講師未定与

@ 

[第三部]懇親会

会費・ 3000円 (予定)



; 申告書の書き方説明会

来期新事業を前倒しで開催

さ
る

2
月
げ
日
、
法
人
税
申
告
書
の
書

き
方
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
の
目
的
は
、
決
算
書
を
作

成
し
た
会
員
企
業
が
申
告
書
を
自
社
(
自
分
)

で
作
成
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
初
め
て
の
試
み
だ

っ
た
の
で
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
会
員
の
方
か

ら
は
「
こ
う
い
う
説
明
会
を
や

っ
て
ほ
し

か
っ
た
」
と
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

研
修
委
員
会
が
新
し
く

企
画
し
た
こ
の
説
明
会
は
、

来
期
か
ら
の
研
修
事
業
で

し
た
。
そ
れ
を
今
回
は
前

倒
し
に
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
什
年
度
か
ら
は
年

間

4
回
開
催
す
る
予
定

で
す
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
パ
ソ
コ
ン

体
験
教
室
が

参
加
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
パ
ソ
コ
ン
体
験
教

室
を

2
月
幻
自
と

3
月

2
日
に
実
施
し

本
A
F
l
υ

七九
。

2
月
は
表
計
算
ソ
フ
ト
・
エ
ク
セ
ル
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能
を
つ
か

つ
て
「
顧
客

管
理
を
す
る
」
と
し
て
、
デ
ー
タ
の
検
索
や
、

は
が
き
の
宛
名
な
ど
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

の
印
刷
の
仕
方
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

3
月
は
、

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
・
ワ
ー
ド

を
つ
か
つ
て

P
R
用
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
市
販
さ
れ

て
い
る
画
像
デ
ー
タ
の
貼
り
込
み
を
し
て
、

P
R
効
果
の
高
い
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
づ
く
り

を
マ
ス
タ
ー
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
講
習
内
容
も
、

パ
ソ
コ
ン
の

実
用
的
な
機
能
を
テ
l
マ
に
す
る
こ
と
で
、

参
加
さ
れ
た
方
よ
り
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
募
集
時
に
は
、
受
講
時
間
の
見
直

し
を
し
た
こ
と
に
よ
り
募
集
定
員
の

2
倍

以
上
の
申
し
込
み
を
頂
き
、
貸
し
教
室
を

増
や
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

会
場
は
メ
デ
ィ
ア
バ
レ

l
町
田
・

5
階

パ
ソ
コ
ン
教
室
で
し
た
。
(参
加
者
初
名
)
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司

全
法
連
ホ

で
γベ
セl
スジ
はヘ
月ーの
平

法
人
会
の
全
国
組
織
で
あ
る
全
法
連
(
財

団
法
人
全
国
法
人
会
総
連
合
)
が
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
て
か
ら

1
年
に
な
り
ま
す
。

2
月
末
現
在
で
の
ア
ク
セ
ス

・
カ
ウ
ン
ト
は

2

万
件
を
超
え
て
、
月
平
均
で
約

2
千
件
に
達

し
内
外
か
ら
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
地
の
法
人
会

活
動
を
紹
介
し
た
り
、

「平
成
日
年
度
税
制

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
最
新
の
税
情
報
を

い
ち
早
く
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
国
税
庁

の
ホ
l
ムペ
l
ジ
と
リ
ン
ク
し
て
あ
る
の
で
、
申

告
や
税
務
処
理
に
便
利
な
情
報
を
得
ら
れ
ま

す
。全

法
連
が
ホ
!
ム
ペ
l
ジ
を
開
設
し
た
背
景

に
は
、
「
公
益
法
人
の
指
導
監
督
基
準
」
の

一
千
件

21J

強
化
に
伴
い
、
情
報
公
開
等
に
適
切
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
法
人
会
事
務
局
の
充
実
の
た
め
、
全
法

連

1
県
連
(
東
法
連

)
1
単
位
会
問
を
繋

ぐ
法
人
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
乙
と
も

目
的
で
す
。

こ
れ
が
出
来
る
と
、
法
人
会
聞
の
情
報
を

E
メ
l
ル
で
交
換
し
た
り
、
全
国
版
の
法
人

会
会
員
名
簿
を
作
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま

す
。

ゃ
全
法
連
の
ホ
i
Mrぺ
l
ジ

・
ア
ド
レ
ス
を
お

ぺ
i
ジ
の
最
下
欄
に
表
記
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ

〈お
気
に
入
り
安
、
l
ジ
〉
に
設
定
し
で
く

だ
さ
い
。

@ 



税制
卜巳yクス

す

-
1
3
3
月
分
は
6
月
か
ら
控
除

平
成

日
年
度
税
制
改
正
の
目
玉
の

一
つ

所
得
税
減
税
は
、

日
年
分
以
降
の
所
得
税

に
対
し
て
、
最
高
税
率
を

印
%
か
ら
訂

%
に
引
き
下
げ
、
加
%
の
定
率
減
税
(
上

限
お
万
円
)

と
い
う
内
容
で
実
施
さ
れ
ま

す
。新

源
泉
徴
収
税
額
表
は
法
案
で
明
ら
か

に
さ
れ
、
現
在
国
会
で
審
議
中
で
す
。
と

こ
ろ
で
、
乙
の
所
得
税
減
税
法
案
の
実
務

@ 

で
問
題
と
な
る
の
は
、
新
税
額
表
は

4
月

1
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
所

得
税
減
税
は

1
月

1
日
か
ら
遡
っ
て
実
施

さ
れ
る
点
で
す
。

そ
こ
で

1
1

3
月
分
の
給
与
は
現
行
税

額
表
で
算
出
し
、

3
ヶ
月
分
の
定
率
減
税

却
%
相
当
額
(
上
限

4
万

5
千
円
)
は

6
月
以
降
に
支
払
わ
れ
る
最
初
の
給
与
か

ら
順
次
控
除
し
ま
す
。
注
意
し
た
い
の
は
、

こ
の

6
月
で
精
算
で
き
る
の
は
甲
欄
適
用

1

1
3
月
分
の
給
与
と

6

者
の
み
で
、

月
以
降
の
給
与
の
支
払
者
が
同
じ
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
中
途
転
職
者
の

1

1
3

月
分
は
年
末
調
整
で
精
算
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

-
保
存
が
必
要
な

1
5
3
月
分
の
源
泉
デ
ー
タ

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
給
与
計
算
を
し
て
い

る
企
業
は
、

1

1
3
月
分
を

6
月
分
以

降
に
精
算
す
る
た
め
、
1

1
3
月
分
の
源

泉
徴
収
の
デ
l
タ
を
残
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

通
常
の

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
処
理
は
、
毎
月

の
デ

l
タ
を
累
積
し
て
い
く
方
法
を
と
っ

1
1

3
月
分
の
源
泉
税
額

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

ま
た
、
「
子
育
て
減
税
」
の
特
定
扶
養
親

族
(
日
歳
以
上
お
歳
未
満
)
に
係
る
扶
養

控
除
の

5
万
円
加
算
と

日
歳
未
満
の
扶
養

親
族
に
係
る
扶
養
控
除
の

叩
万
円
加
算
は
、

毎
月
の
源
泉
徴
収
段
階
で
は
計
算
さ
れ
ず、

日
年
分
の
年
末
調
整
で
加
味
さ
れ
ま
す
。

て
い
る
た
め
、

-
源
泉
徴
収
の
機
械
計
算
の
特
例

従
業
員
の
多
い
企
業
で
は
、
毎
月
の
給

与
の
源
泉
徴
収
を
税
額
表
で
な
く

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
計
算
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
算

方
法
の
特
例
は
大
蔵
省
告
示
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
計
算
方
法
も
所

得
税
減
税
法
案
が
国
会
で
成
立
す
れ
ば
変

更
に
な
り
ま
す
。



寒、
J
の
中

寒、
J
の
雨

(株
)
ア
ロ

l
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

矢
沢

燭
と
も
す
僧
の
す
り
足
浬
繋
寺

焼
け
落
ち
て
な
ほ
摂
れ
い
る
飾
縄

(株
)
堤
ビ
ル

淀

敏

栄

神
苑
に
春
ま
だ
寒
き
絵
馬
の
音

秘
す
こ
と
の
追
慨
の
夜
を
深
く
せ
り

初
午
の

株

遠新興

雪 洞 渋
嶺谷

む
ら
雲
を
の
ぼ
り
五
色
に

茜
ふ
ち
ど
る

(株
)
日
経
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

相
原
や

春
窮
や

歴
史
の
杜
に

幼
子
の

一
輪
の

饗
銭
?

梅
に

風
花
や

鬼
ご
っ
こ

武

流
れ
行
く

凧
あ
げ
の

木
の
芽
ふ
く

丸
窓
に

菰
う
ち
に

清

薄
墨
を

(
有
)
加
藤
電
機

加
藤

美
恵
子

渇
き
し
畑
を
ゆ
り
起
す

子
等
が
呼
び
出
す
冬
帽
子

(
有
)
理
容
ひ
か
る

雲
に
も
似
に
た
り

子
等
の
声
な
き

(
有
)
シ
マ
ノ

H光ビ
jレ ，
の 15 n 
街踏三

島
野

好
子

匂
ふ
茶
の
間
に
嫁
姑

き
り
り
と

一
輪

紅

椿

(株
)

マ
ツ
ヤ
マ

け
な
げ
に
咲
き
ぬ

刷
き
た
る
如
く

(株
)
町
田
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

靴
ひ
と
つ
忘
れ
で
き
た
り

水
の
音
せ
し

シ
マ
つ
シ
」
λ
Jシ」

水
仙
の
(
株
)
東
京
ト
ロ
ン
保
健
セ
ン
タ
ー

陽
だ
ま
り
に
ゐ
て

茶
の
間
に
も

神
蔵
興
業
(
有
)

開
花
の
た
よ
り

東
(喋

節
子

寒
牡
丹

雪
景
色

主

方

い

よ

子

春
の
夢

桃
の
花

沢

実

母
想
w

つ

神I
J苗

玉
江

賑
ひ
ぬ

日
溜
り
に

競
ひ
て
咲
く
や

(
有
)
高
梨
肉
庖

し
だ
れ
梅

負
け
じ
と
蓄

短
歌
の
部

高
橋

数
へ
ゆ
く

日
比
野
福
寿
草

高
梨

ふ
く
ら
み
ぬ

降
り
し
雪
に

裏
丹
沢
の

耀
く
富
士
を

登
山
道
行
く

(
株
)
飯
田
機
械
産
業
飯
田
眺
め
つ
つ

尾
根
尾
根
の

丹
沢
湖
畔
に
も
み
ぢ
日
射
に

蹄
当
開
く

耀
け
る

初
枝

| 短歌・俳句をお寄せください。ご寄稿には、事務局宛てご一報ください。次回の発行は6月予定です。 I

操
ナ
オ

重
利

@ 
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中
小
企
業
の
軽
減
税
率
m
M
W
じ
!

法
人
個
人
と
も
本
帽
じ

さ
れ
る

税
制
改
正

政
府
は
、
さ
る
一
月
十
二
日
の
閣
議
で
平
成
十
一
年
度

税
制
改
正
の
要
綱
を
決
定
し
、
こ
の
要
綱
に
基
づ
き
、

政
府
は
法
案
を
ま
と
め
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

• 最・ 所3椀旦 ~ . ・法人 税
~ーι‘ー. /'I 投 税税 目
率
税率『奇 ソコ 促資

お
減 率 よ
早見 ン 進 び

減税 税制 I頁
目

) 

適
公 j中去 普益通
j去 j去

会人人
の の

l 霊相率童視率 現
O 

O O 
万

l 超円
. 

の 行
金
富貢

五
t 四

O l五五五
% %%%  

上椙そ 適 損金時器取 l同同同
限当の 課用 を得 l
は額者 取価 上上上
二)の

税得所
算得額

五を所 会し一
万控得

Z刃た O
円除税 場O 改
とす額 )， め A 万
するか

るロ ー

O O 
。に円

そ 。ら は未
正た定 万 取満

だ率 円 得の
し j戚 超 価特
二税 の 額定 案

Oの 金 (の
%額 1額 全情 。
相 額報 P

当 二 ) 通

額o t の信 l二二 O
の% % 即機 '%%%

公 織 ( 平成十 用一平 l か平
的込実 。日成 l ら成
年ん施 要ま十 l

適十
金だ方 一 で 用-

受税き 去
霊者 の年

年

給額給 以 間四 四

者表与所 ーに月 月 備
、お l降 1;:::該一

事よ得者 l の つ当日 日

業び 12 税 い機力、 以
所年に l て器 5 f愛
得末つ l「 もを平 !こ
者調しi'う 星取成 開

考警整て lい のT士 立ムロ
1;:::には 1て す
つ定 ' 適たー年 る
いよ率 I' 適 巧場=; 事
て控り;成 用 合月 l 業
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-
人
的
控
除

住
宅
税
制

・
住
宅
ロ
l
ン
減
税

-
特
定
の
居
住
用
財

産
の
買
換
え
等
の

場
合
の
譲
渡
損
失

の
繰
越
控
除
制
度

-
住
宅
取
得
資
金
の

贈
与
を
受
け
た
場

合
の
贈
与
税
額
の

計
算
の
特
例

十
六
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控
除

---------三八万円

特
定
扶
養
親
族
(
十
六
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
)
に
係

る
扶
養
控
除
額

:
:
E
E
J
E
E
-
-
:
:
:
:
・

五

八

万

円

「
住
宅
借
入
金
等
の
J

/

年

末

残

高

¥

-
て
O
O
O
万
円
以

下
の
部
分

-
一
、

0
0
0
万
円
超

一一、

0
0
0
万
円
以

下
の
部
分

-
二
、

0
0
0
万
円
超

三、

0
0
0
万
円
以

下
の
部
分

「
控
除
期
間
お
よ
び
J

f

控

除

率

」

当
初
二
年
間
二
%

(
平
成
十
二
年
居
住
分
は

一
・
五
%
、
残
り
四
年

間
一
%
)

一
%
(
残
り
四
年
間
一
%
)

0
・
五
%
(
残
り
四
年

間
0
・
五
%
)

所
有
期
間
五
年
超
の
特
定
の
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し
、

そ
の
個
人
の
居
住
す
る
二
疋
の
買
換
え
資
産
を
取
得

し
た
場
合
は
、
翌
年
以
後
三
年
聞
に
わ
た
っ
て
そ
の

居
住
用
財
産
の
譲
渡
に
よ
り
生
じ
た
損
失
に
つ
い
て

繰
越
控
除
で
き
る
。

平
成
十
一
年
分
以
後
の
所
得
税
に
つ
い
て
適
用
。

途
定
め
に
よ
り
控
除
。

平
成
十
一
年
分
以
降
の
所
得
税
に
つ
い
て
適
用
。

同向

上:上

万
円

「
住
宅
借
入
金
等
の
J

f

年

末

残

高

」

-
五
、

0
0
0
万
円
以

下
の
部
分

-
同

右

-
同

右

四
八
万
円

「
控
除
期
間
お
よ
び
J

/

控

除

率

¥

一
年
目
か
う
六
年
固
ま

で
:
:
:
:
:
:
:
:
一
%

七
年
目
か
ら
十
一
年
固

ま
で

:
:
:
0
・
七
五
%

十
二
年
目
か
ら
十
五
年

固
ま
で

:
:
:
0
・
五
%

上
記
繰
越
控
除
制
度
と
前
記
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
(
住
宅

信
入
金
等
に
係
る
税
額
控
除
制
度
)
と
の
併
用
を
認
め

る。

特
例
の
計
算
限
度
額

:
j
i
-
-
a
a
-
-
-

一、

0
0
0万
円

同

上

:
・
一
、
五

O
O万
円

平
成
十
一
年
ま
た
は
十
二
年
中
に
居
住
の
用
に
供
し

た
場
合
に
適
用
。
な
お
、
平
成
十
一
年
一
月
一
日
か

ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に
居
住
の
用
に
供

し
た
場
合
は
新
制
度
と
旧
制
度
の
選
択
適
用
可
。

(
適
用
対
象
等
)

税
額
控
除
期
間
の
延
長
(
六
年
間
↓
十
五
年
間
)
、
ロ
ー

ン
残
高
・
範
囲
の
拡
充
(
三
、

0
0
0万
円
↓
五
、

0

0
0万
円
、
土
地
部
分
も
口
ン
残
高
へ
加
算
可
)
、

最
高
減
税
額
(
一
七

O
万
円
↓
五
八
七
・
五
万
円
)
、

建
物
の
床
面
積
の
上
限
撤
廃
(
従
来
は
二
四

O
M以
下

に
適
用
)
、
既
存
住
宅
の
築
後
経
過
年
数
要
件
の
緩
和

(
耐
火
建
築
物
二
十
年
↓
二
十
五
年
、
耐
火
建
築
物
以

外
十
五
年
↓
二
十
年
)

平
成
十
一
年
一
月
一
日
以
後
に
譲
渡
し
た
対
象
住
宅

に
係
る
譲
渡
損
失
に
つ
い
て
適
用
。

個
人
住
民
税
に
つ
い
て
も
同
様
の
適
用
。

平
成
十
一
年
一
月
一
日
以
後
に
贈
与
に
よ
り
取
得
し

た
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
贈
与
税
に
つ
い
て
平
成
十

二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
限
で
同
特
例
を
認

め
る
。

@ 



税
目
お
よ
び
項
目

土
地
税
制

・
個
人
の
譲
渡
益
課

税

金
融
関
係
税
制

・
有
価
証
券
取
引
税

税

率

-
取
引
所
税

税

率

-
上
場
株
式
等
に
係

る
諌
渡
所
得
課
税

そ
の
他
・
新
事
業
創
出
関
係

繰
戻
し
還
付

現

--~T 

特
別
控
除
後
の
譲
渡
益
六
、

0
0
0万
円
以
下
の
部
分

二
六
%

「
所
得
税

:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
二
O
%

f

住

民

税

・

・

:

:

:

:

:

:

六

%

特
別
控
除
後
の
譲
渡
益
六
、

0
0
0万
円
超
の
部
分

.
:
・
一
二
二
・
五
%

「
所
得
税

-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
二
五
%

/
住
民
税
:
:
:
:
:
:
:
七
・
五
%

第
一
種
(
証
券
会
社
等
)

株

券

等

・

:

万

分

の

六

転

換

社

債

券

等

・

万

分

の

三

国

債

証

券

等

:

:

万

分

の

0
・
五

第
二
種
(
投
資
家
)

株
券
等
・
・
:
:
:
・
:
:
:
・
・
:
万
分
の
一
O

転
換
社
債
券
等

:
j
e
-
-
:
万
分
の
八

国

債

証

券

等

:

・

・

万

分

の

一

・

五

先

物

取

引

・

・

:

:

万

分

の

0
・
0
五

(
注
)
日
本
円
金
利
先
物
取
引
万
分
の

0
・
0
0五

オ

プ

シ

ョ

ン

取

引

:

万

分

の

0
・
五

源
泉
分
離
課
税
制
度
と
申
告
分
離
課
税
制
度
の
選
択

適
用
。

適
用
停
止
中

正

改

案

特
別
控

/ー「除
住所後
民得の
税税.譲

渡
益

一
律
二
六
%

・
:
二
O
%

・
・
・
六
%

廃

止

廃

止

源
泉
分
離
課
税
制
度
を
廃
止
し
、
申
告
分
離
課
税
制

度
の
み
適
用
。

め損設
る金立
。額後

に五
つ年
い以
て内
、の
前法
一人
年で
間あ
のる
繰中
戻小
し企
還業
付者
をの
三刃ノロ
ロIL，¥ ノ¥

備

考

平
成
十
一
年
一
月
一
日
か
う
平
成
十
二
年
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
の
簡
の
長
期
所
有
の
土
地
等
を
譲
渡
し

た
場
合
の
譲
渡
所
得
に
適
用
。

平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
。

平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
。

源
泉
分
離
課
税
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
適
用
す
る
経
過
措
置
を
講
じ
た
上
廃
止
。

新
事
業
創
出
促
進
法
の
制
定
に
関
連
し
た
措
置
。

@ 



:・一一一一一一

O
同

平
成
十
一
年
一
月
一
日
以
後
に
相
続
ま
た
は
遺
贈
に
よ

り
取
得
し
た
財
産
に
か
か
る
相
続
税
に
つ
い
て
適
用
。

-
相
続
税
の
小
規
模
一
特
定
事
業
用
宅
地
等
、
特
定
同
族
会
社
事
業
用
宅
地

宅
地
等
の
特
例
一
等
お
よ
び
国
営
事
業
用
宅
地
等
に
係
る
特
例
の
適
用

一
対
象
面
積
:
:
・

:
:
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
:
・
二

O
O同

同

上
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事
務
系
男
子
四
十
三
歳
、

勤
続
十
四
年

東
京
都
労
働
経
済
局
で
は
、
都
内
に
お
け
る
中
小
企
業
の
賃
金
等
の
実
態
を
明

5

か
に
す
る
た
め
、
毎
年
定
期
的
に
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
に
労
務
関
係
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
調
査

結
果
(
調
査
時
点
、
平
成
十
年
七
月
三
十
一
日
現
在
)
を
掠
粋
し
て
お
知

5
せ
し
ま
す
。

都
内
九
力
所
の
労
政
事
務
所
で
は
、
賃
金
、
退
職
金
等
の
労
働
条
件
や
労
使
関
係
、

勤
労
者
福
祉
等
、
労
働
問
題
全
般
に
わ
た
っ
て
、
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

資
料
の
無
料
提
供
や
労
働
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

-
賃
金
分
類

本
調
査
で
は
、
労
働
協
約
や
就
業
規

則
な
ど
で
決
ま
っ
て
い
る
所
定
労
働
時

間
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
賃
金
を
所
定

時
間
内
賃
金
と
し
て
扱
い
ま
し
た
。

〈
所
定
時
間
内
賃
金
〉

基
本
給
、
年
齢
給
、
職
能
給、

職
務
給
、

家
族
手
当
、
住
宅
手
当
、
食
事
手
当
、

物
価
手
当
、
通
勤
手
当
、
役
付
手
当
、

特
殊
勤
務
手
当
、
技
能
手
当
、
精
皆
勤

手
当
て
生
産
手
当
、
個
人
能
率
給

〈
所
定
時
間
外
賃
金
〉

超
過
勤
務
手
当
、
休
日
出
勤
手
当
て
宿

日
直
手
当
等

初
任
給
は
、
所
定
時
間
内
賃
金
か
ら

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
毎
月
の
支
給

金
額
が
定
額
的
で
な
い
賃
金
(
毎
月
の

支
給
金
額
が
変
わ
る
精
皆
勤
手
当
や
能

率
給
の
よ
う
な
賃
金
)
を
除
い
た
七
月

時
点
の
確
定
額
を
集
計
し
た
も
の
で
す
。

必
ず
し
も
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
初
任

給
が
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
職
種

別
に
比
較
す
る
と

「
運
転

・
運
搬
」

「そ
の
他
の
技
術
」
「
営
業
」
が
、
各
学
歴

と
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
〈別
表
1
〉

@
七
月
一
か
月
の
賃
金
(
肝
鈎
)

七
月

一
か
月
賃
金
と
は
、

六
月
の

最
終
給
与
締
切
日
の
翌
日
か
ら
、
七
月

の
最
終
給
与
締
切
日
ま
で
の

一
か
月

分
の
賃
金
で
、
所
得
税
、
各
種
社
会
保

険
料
等
を
差
引
く
前
の
金
額
を
い
い
ま

......... ・-ー.... ・』圃a・・-・
・集計企業数
全常用労働者

10~29人 232社

30~49人 385社

50~99人 258社

100~299人 219社

計1.094社

モ
デ
ル
賃
金

モ
デ
ル
賃
金
と
は
、

学
校
を
卒
業

し
て
す
ぐ
に
入
社
し
た
者
が
普
通
の

能
力
と
成
績
で
勤
務
し
た
場
合
に

、

当
該
企
業
の
賃
金
規
程
お
よ
び
昇
給

事
情
の
も
と
で
、
勤
務
年
数
に
応
じ

て
賃
金
が
ど
の
よ
う
に
上
昇
す
る
か

を
み
た
も
の
で
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
産
業
、
職
種

別
ご
と
に
分
け
て
集
計
し
て
い
ま
す

が
、
こ
こ

で
は
職
種
別
(
調
査
産
業

計
)
の
中
の

一
般
事
務
の
例
を
掲
載

?
レ
土
品
?
レ
れ
ん
。

@ 

〈別表1) 

蛍業・販売 事務系 妓術系 生 産 系
学歴
営業 販売 般事務 会計事務

営業事務
機縁技術 電気妓術

情報処理 その他の
生産・作業 運転運搬販売事務 妓術 妓術

局校卒 167.814 166.194 160.915 163.798 162.180 163.831 163.276 163.186 167.282 166.469 174.683 
高専短大卒 181.112 172.461 172.326 175.336 173.401 177.963 178.368 177.353 182.197 178.392 183.293 
専門学校羊 181.373 172.459 172.531 177.509 174.062 177.163 177.949 176.026 181.074 177.651 183.353 
大学卒 200.260 192.751 192.250 195.901 194.331 199.010 199.127 196β46 200.467 195.758 

こ
の
調
査

結
果
は
、
設

定
し
た
モ
デ

ル
条
件
に
合

致
す
る
実
在

者

の

賃

金

と
、
実
在
者

の
い
な
い
場

合
は
賃
金
規

程
な
ど
か
ら

推
定
し
た
金

額
を
単
純
集

計
し
た
も
の
で
す
。
従

っ
て、

採
用
者
は
除
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
モ
デ
ル
賃
金
と
い

っ
て
も
、

各
企
業
に
と

っ
て
賃
金
の
内
容
が
異

中
途



〈別表2)

区 分 平均年齢
平均 平均扶養 フ月1か月の賃金
勤続年数 家族数 所定時間内 iうち通勤手当 所定時間外

全常用 調査産業計 40.1 114 0.8 31.584 
男 子 41.7 12.5 1.0 347.27311'.165 35.856 

労働者 女 子 34.3 7.4 0.1 229.003! 10.81 1 16.370 

事務系 調査産業計 I~~.~ 10.6 0.6 312.997 12.268 15.882 
男子 434 13.6 1.2 400.512 13.208 19.930 

労働者 女子 33.5 7.6 0.1 230.851 11.386 12.082 

技術系
調査産業計 36.6 10.9 0.8 339.194 12.002 35.822 
男 子 37.5 1 1.5 0.9 350470 11.966 37.621 

労働者 女 子 30.3 54 0.1 251.652 12.279 21.857 

生産系
調査産業計 44.3 12.1 0.8 280.583 8.296 51.108 
男 子 44.8 12.5 0.9 290499 8437 54.392 

労働者 女 子 40.7 8.9 0.1 195.837 7.099 23.048 

営業・販売系 調査産業計 39.6 11.8 1.0 370.561 12.698 19.230 
男子 404 12.5 1.2 389.701 12.933 18452 

労働者 女子 34.5 6.7 0.1 239.098 i 1 1 .082 24.578 

な
っ
て
い
る
た
め
、
本
調
査
の
定
義

で
は
、
所
定
内
労
働
時
間
に
対
し
て

支
給
さ
れ
る
す
べ
て
の
賃
金
か
ら
、

通
勤
手
当
と
毎
月
の
支
給
額
が
定
額

的
で
な
い
賃
金
(
毎
月
の
支
給
額
が

変
わ
る
精
皆
勤
手
当
や
能
率
給
の
よ

う
な
賃
金
)
を
除
い
た
金
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
〈
別
表
3
〉

@
退
職
金
制
度

(
一
)
退
職
金
制
度
の
形
態

集
計
企
業
の
う
ち
八
六
・
八
%
の

企
業
が
退
職
金
制
度
が
あ
る
と
回
答

し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
支
給
形
態
を
み
る
と

「
退
職
一
時
金

の
み
」
が
最
も

多
く
、
六
二
・

二
%
、
「
退
職

一
時
金
と
退
職

年
金
の
併
用
」

区分 年令
所定時間内 上昇係数
賃 金 (艇結=100)

18 160.915 100.0 

高
20 171.881 106.8 

校
30 250目084 155.4 
40 327.035 203.2 

卒
50 406.820 252.8 

60 450，238 279.8 

18 

高専 20 172.326 100.0 

30 252.231 146.4 

短大卒
40 334.691 194.2 

50 418目124 242.6 

60 416.564 267.8 

18 

20 172.531 100.0 

30 253.492 146.9 
40 335目997 194.7 

50 417.425 241.9 
60 462，279 267.9 

22 192.250 100.0 

大 30 265.809 138.3 

~ 40 364.854 189.8 
卒 50 455.917 237.1 

60 498.287 259.2 

〈別表3)調査産業計(一般事務)

※統計表中の「一」は、調査項目に該当しない

か、集計数が得られなかったものである。

~ 歴H 勤続 年齢モデル所定 退職金算定 自己都合 会社都合
年数 時間内賃金 基礎額 退職支給額 退職支給額

16 : 140 116 51 67 
3 18 155 123 148 200 
5 20 171 137 314 410 

中 10 25 201 154 808 1.003 
15 30 227 173 1.603 1.940 

h子H 20 35 259 202 2.872 3.255 
25 40 I 287 224 4.338 4.845 

卒 30 45 318 249 6.094 6.730 
35 50 355 270 7.683 8.413 
40 55 I 369 283 8.850 9.625 

一人と 年 381 299 11.029 
19 168 139 60 99 

3 21 181 143 164 263 
5 23 196 153 320 492 

高 10 28 237 179 929 1.300 
15 33 276 206 1.936 2.499 

校 20 38 315 234 3.413 4.135 
25 43 357 259 5.273 6.145 

卒 30 48 394 288 7.481 8.514 
35 53 431 311 9.621 10.722 
37 55 442 321 10.221 11.500 

iEと 年 460 333 12.913 
23 201 164 76 114 

3 25 222 175 197 323 

大
5 27 242 188 431 660 
10 32 296 225 1.182 1.661 

ムτ~
15 37 350 260 2.500 3.197 

20 42 397 294 4.370 5.295 

~ 
25 47 441 325 6.780 ア.875
30 52 484 356 i 9.492 10.553 
33 55 504 374 11.0フフ 12.252 
定 年 518 389 14.375 

が
三
四
・
七
%
、
「
退
職
年
金
の
み
」

が
三
・
一
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
二
)
退
職
一
時
金
の
算
出
方
法

退
職
一
時
金
の
算
出
方
法
は
、
「
退

職
金
算
定
基
礎
額
×
支
給
率
」
が
七

四
・
三
%
、
「
勤
続
年
数
に
応
じ
た
一

定
額
」
一
一
・
八
%
、
「
退
職
金
算
定

基
礎
額
×
支
給
率
+
一
定
額
」
七
・

二
%
、
「
そ
の
他
」
六
・
六
%
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

(
三
)
退
職
金
算
定
基
礎
額
の
算
出
方
法

退
職
一
時
金
の
算
出
方
法
と
し
て

算
定
基
礎
額
を
設
け
て
い
る
企
業
の

算
定
基
礎
額
の
算
出
方
法
は
、
「
退
職

時
の
基
本
給
」
が
最
も
多
く
、
三

単位千円〈別表4)

九
・
七
%
、
次
い
で
「
退
職
時
の
基

本
給
×
一
定
額
」
三
七
・
九
%
、
「
別

テ
ー
ブ
ル
方
式
」
一

0
・
九
%
、
「
退

職
時
の
基
本
給
+
手
当
」
四
・
一
%
、

「
(
退
職
時
の
基
本
給
+
手
当
)
×
一

定
額
」
三
・
八
%
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。
(
四
)
モ
デ
ル
退
職
金
(
退
職
一
時
金
)

モ
デ
ル
退
職
金
と
は
、
学
校
を
卒

業
し
て
す
ぐ
入
社
し
た
者
が
、
普
通

の
能
力
と
成
績
で
勤
務
し
た
場
合
に
、

当
該
企
業
の
退
職
金
規
程
の
も
と
で

ど
の
程
度
の
退
職
一
時
金
が
支
給
さ

れ
る
か
を
算
出
し
た
も
の
で
す
。

〈
別
表
4
〉

99.3 
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園圃圃圃主な施設、スポーツ、 レジャー紹介をマークで表示しました。 .色のマフラフォーレ内の施設 .色のマーク周辺の提燐施設など

回
一回

国
一因

恩
ω

喧

圏
一四

園

開
園田

E
M圏
霞司
困

層

ロ
園田

園
川
包

囲
叩包

囲

川岡町

圏
日図

圏翻
図
図
ゐ
ωスキ ハイキンタ ハイキング 調水描瑚水温 υィフスポーツ フィツシンク ブラネタLウム 美術館 カラオケ ゲムコナー 宴会場 研修会議室ブライずJレ プライタル

-クラブハウス/レストラン温泉

・客室数148室(96名収容)

・ロッジ/洋室(2人周)和室(2人用)

麻雀ルム iB泉コンペルーム
・ルームチャージ(税サ別)

2人用 6，000円 固因囚

※食事につきましてはお問い合わせくだ

さい。
.交通/東北新幹線新白河駅下車、送迎パス(要予約)約20分。

滋賀県守山市今浜町十軒塚2876
TEL.077-584・2111l'ioi0120-585-660

.客室数1272室(930名収容)
・客室/洋室(2，3-4人用)和室(4人用)
・ルームチャージ(税 サ別)
2人用 9，000円~
.お食事(税ーサ日1])(1人あたり〉
夕食 4，000円~
(洋食中華和食フランス料理)

朝食 1，500円
・1;自2食付プラン(ザ込税別)
l人 12，000円-(洋食中華ー和食)

閉E固包囲悶
悶悶包圃園田

・交通/京都駅より湖西線にて堅田駅下車組パス約10分。 四団固
または、東海道本線守山駅下車、タクシー約20分。

宮城県刈田郡蔵王町遠刈田温泉七日原2-1
TEL，0224-35-31 1 1 

・客室惣ハ95室(640名収容)
・客室/洋室(23-4人用)和室(45人用)
・ルームチャージ(税サ別)
2人周 9，000円~
・お食事(税サ別)(1人あたり〉
夕食 3，000円-(洋食 和食)
朝食 1，500円
・1泊2食付プラン(サ込税別)
1人 10，500円-(洋食和食)

図盟関図悶包

囲四日E図

.交通/東北新幹線白石蔵王駅下車、送迎パス約50分。

東京都品川区北品川4-7-36
TEL，03-5488-3939 (予約)

・客室数1250室(500名収容)

・ルームチャージI(税サ別)
ツインルム 16，000円

(お1人様利用 15，000円)

・お食事(税ザ別)< 1人あたり〉
夕食 2，800円-(中華和食)

朝食 1，200円~

困層包囲圏図

.充車IJR晶JI駅(高輪口)より徒歩10分。または、京浜急行北品川駅より徒歩3分.

長野県北佐久郡軽井沢町長倉4339
TEL，0257-46・5611

・客室勤75室(174名収容)
(別荘練18棟 (75名収容)) 
・客室/洋室(2人用)和室(3人用)
和洋室(5人用)別荘様，(810人用)
・ルームチャージ(税ーサ別)<別荘棟のみ〉
8，10人用 50，000円

-FE事mgA2袋小別荘棟のみ〉園 周 層圏図司
朝食 1，500円 2，000円 e・医司
・1泊2食付プラン(サ込税別 I:I:IIII!:凶
1人 10，500円-(洋食)
.交通/長野行新幹線軽井沢駅下車唱タクシ 約15分。または、し広の鉄道中
軽井沢駅下車、タクシー約5分。

長野県北安曇郡白馬村北織2937
TEL，0261 -72-85 1 1 

・客室数145室(180名収容)

・客室/和室(2人用)ー和洋室(3-4，5人用)

・1;白2食付プラン(サ込税別)

1人 10，500円-(和洋食)

勺朝??zm糊リ) 困層圏回目図

〈トップシズンを除く平田のみ〉 圏囚園田

大阪市淀川区宮原1-2-70
TEL.06-6350-4441 (予約)

・客室数1332室(664名収容)
・ルームチャージI(税サ別)
ツインルム 12，000円
(おl人様利用 9，000円)

・お食事(税サ別)(1人あたり〉

夕食 1，300円-(洋食鉄板焼)

朝食 1.400円-(洋食和食)
固因日目

.交通/JR新大阪駅(西口出口)より徒歩l分.

ラヲォーレ修善寺Sカントリークラブ

e18ホール/パ 72/6232ヤード/ナイター可 ・利用料金/グリーンフイ!
平日 7，000円土 8祝日 18，000円その他/キャディフィ、諸経費.利用税

ラフォーレ白河コルフコース

e18ホール/パ-72/6800ヤード ・利用料金/グリーンフィ l平日3，000円
士・臼・祝日 12，000円 その他/力一トフィ、諸経費、利用税

論議議 99明ホテルラー南紀献…
・所在地/和歌山県西牟婁郡白浜町1636-1
・客室数パ 82室(約550名)
.交通IJR紀勢本線 白浜駅下車タクシー約10分。

.今惇r習手4a綜:詑5諒襟摺;諮諮22，主品主晶品奇謡碍1程程Z笠日:渇z需芸影。fFZ忍J主玲て九唱も誌淑5雰官frF?一新幹線 長野駅より/パ〈スAI ※τ沼官Z訟設tr!
合わせください。

@ 



法人会会員企業の皆様のための福利厚生施設

法人会では会員企業の皆様の福利厚生にお役

立ていただくため、このたびラフォーレ倶楽部

へ加入、全国12か所のラフォーレ倶楽部の告施

設が利用できるようになりました。

ご家族・社内でのと旅行はもちろん、ゴルフ

コンペや宴会 ・パーティ砿どのイベントからE刑彦・
会議まで幅広くと利用いただけます。

目的やプランにあったラフォーレをお選びく

ださい。

俗語圭

静岡県田方郡修善寺町大平字大城1529
TEL0558・72-1761冨ヨ0120-350-107 

.客室数/297室(1，620名収容)
・客室/洋室(2，3人用)ー和室(3-4，6人用)
和洋室(4人用)コテジ(2，5-12人用)
・ルームチャージ(税 サ別)
2人用 9，000円~
・お食事(税。サ別)<1人あたり〉
夕食 3，000円-(洋食ー和食)
朝食 1，500円
・1)1ヨ2食付プラン(ワ込税別)
1人 10，500円-(;羊食和食)
・交通/東海道新幹線三島駅より伊豆箱根鉄
道に乗り換え修善寺駅下車、送迎パス約25分。

固
因
包
協
困

層
悶
圏

回
目
囚

園
国
園

図
圏
困

静岡県伊東市猪戸2-3-1
TEL0557-37-3133 

・客室数/84室(360名収容)

・客室/和室(2，3人周)和洋室(4.5人用)

・1泊2食付プラン(サ込ー税別)

l人 10，500円-(和食)

・1泊朝食付プラン(サ込税別)
1人 6，000円

〈トップシーズンを除く平日泊のみ〉

園園固因圏四
日目

.交通/東海道新幹線熱海駅より伊東線に乗り換え伊東駅下車、徒歩8分。

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1320
TEL0460-2-21 21 

・客室数/34室(130名収容)
・客室/洋室(2.3-4人用)ー和室(8人用)
・ルームチャージ(税・サ別)

2人用 8，000円~
・お食事(税 サ別)< 1人あたり〉
夕食 5，000円-(洋食)
朝食 1，500円
・1泊2食付プラン(サ込税別)
1人 13，000円-(洋食)

.交通/東海道新幹線または小田急線小田原駅より箱根登山鉄道に乗り換え強
鰻駅下車.強緩駅よりケ ブル力ーに乗り換え中強緯駅右手下車、徒歩5分。

図図包囲園

@ 

-利用対象者
法人会会員企業およびその企業の役員 -従業員とそ
の家族0

・利用手続き
①受付
利用日の4か月前の1日から1週間前まで予約センターま
たはラフォーレ各施設で受付。

②申し込み先…予約センター

〈東京>TEL.03-5562-5489 (平日9:00-17:30) 
〈大阪>TEL.06-6396-5489 ( 砂 ) 

または、ラフォーレ各施設へ直接お申し込みくだ

さい。 (ただし強羅を除く)

①予約

電話予約の|祭にまず下記の会員番号・会員名を告げ、

会社名・利用される方のお名前、ご連絡先等を申し出

てください。

会員番号

会員名

20052-45 

(社)東京法人会連合会

※利用予約の成否はその場で確認されます。電話予約のみで、
利用申込書等の提出は不要です。
ただし、夏季期間(7/17-8/31)の利用申し込みについ
ては予約センターで確認してください。
なお、利用当日、チェックインの際フロントで、法人会会員企業
である旨確認いたしますので予めど了承ください。
育料金=お食事(夕食)、 1泊2食付プランは大人の場合。

山梨県南都留郡山中湖村平野1256-1
TEL.0555-65・9611

・客室数パ05室(420名収容)
・客室U洋室(2'3-4人用)和室(4.6人用)
和洋室(4人用)
・ルームチャージ(税サ別)
2人用 8，000円~
.お食事(税サ別)く1人あたり〉

議官33目-(和洋食) 圏恩園周図図

・!?守222ぷ2匙22j g周囲国四国
・交通/中央本線大月駅より富士急行線に乗り換民主富士吉田駅下車.富 1'!':1哩
士吉田駅より路線パスにて約25分旭日E下車.または新宿より中央 ーー
高速パスにて約120分、旭日E下車.旭日丘より送迎パス約10分。

栃木県那須郡那須町湯本206-959
TEL0287-76-181 1 

・客室数ハ 17室(440名収容)
・客室/洋室(2.3人用)ー和室 (4人用)
和洋室(4人用)コテージ(6人間)

・ルームチャージ(税サ別)

2人用 8，000円~
・お食事(税サ別)< 1人あたり〉
夕食 2，600円-(洋食和食)
朝食 1，500円
・1;白2食付プラン(サ込税別)
1人 12，000円-(洋食和食)
・交通/東北新幹線那須塩原駅下車。送迎パス約45分.

一図母
国
図
園
図
囚
園
田
園
図



日

確定申告
法人会役員も初日に提出

の初告確定申

2
月
日
日
は
確
定
申
告
の
受
付
開
始
日
に
あ
た
り
ま
す
。

乙
の
日
町
田
税
務
署
に
は
、
法
人
会
の
役
員
を
は
じ
め
、

青
色
申
告
会、

間
税
会
な
ど
の
会
員
さ
ん
が
早
期
申
告
の

た
め
に
訪
れ
ま
し
た
。

駐
車
場
に
設
け
ら
れ
た
プ
レ
ハ
ブ
の

「
申
告
書
白
書
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
会
場
に
は
、
特
設
の
受
付
が
用
意
さ
れ
、

小
津
署
長
は
じ
め
幹
部
の
み
な
さ
ん
が
笑
顔
で
出
迎
え
、

手
際
よ
く
書
類
に
受
付
印
を
押
し
ま
し
た
。
無
事
申
告
を

す
ま
せ
た
後
は
皆
さ
ん
晴
れ
や
か
で
、
記
念
撮
影
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

こ
の
日
町
田
税
務
署
を
訪
れ
た
人
は

2
3
7
5
人
、
う

ち
相
談
に
来
た
人
が
側
人
で
す
。
初
日
に
税
務
署
を
訪
れ

る
人
は
年
々
増
加
し
、
申
告
書
白
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
も

申
告
書
を
か
か
え
た
人
や
、
受
付
を
待
つ
人
で
大
変
な
混

雑
で
し
た
。

R 

青
年
部
会
の
広
報
担

当
と
な
り
、
広
報
委
員

会
に
も
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
、
当
初
は
何
が

何
だ
か
分
か
ら
ず
、
た
だ
そ
の
場
に
居

る
だ
け
の
状
態
(
今
で
も
?
)
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
早

2
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
少
し
で
も
打
ち
解
け
た
の

か
、
年
度
末
の
編
集
後
記
を
書
か
せ
て

頂
け
る
ま
で
に
な
り
、
し
み
じ
み
と
、

参
加
す
る
こ
と
に
意
昧
が
あ
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
毎
回
の
編
集
委
員
会
に

は
、
忙
し
い
中
、
委
員
の
方
が
集
ま
り
、

少
し
で
も
読
み
易
く
、
分
か
り
易
い
会

報
誌
作
り
を
し
よ
う
と
取
り
組
む
姿
に

は
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。
そ
の
甲
斐
も

あ
り
、
東
法
連
の
中
で
も
、
町
田
法
人

会
の
会
報
誌
の
出
来
は
、
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

一

番
大
切
な
こ
と
は
、
会
員
の
方
々
の
生

の
声
(
原
稿
)
あ
つ
て
の
会
報
誌
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

後編
記集

E 工E E 凶Q R 

(
青
年
部
会

諸
星

征
孝
)

E 

お
わ
び
と
訂
正
前
号
の
編
集
後
記
は、

広
報
副
委
員
長
の
石
阪
さ
ん
で
し
た
。

(事
務
局
)

発行人・(社)町団法人会会長 岩波弘介 編集人・(社)町田法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番20号 第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453 FAX: 042(724)5853 

全法違ホームペ ジ http://www.zenkokuhojinkai.or.jp/
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確かな経営をパックアップ。

経営者のための大型保障。
O最高4億円を越える大型保障

O充実の医療保障で安心

O海外での事依・病気も保障

O団体割引により割安な保険料で、

展長90歳までの長期保障

O捜索・救助活動も安心

法人会の経営者大型総合保障制度

|企業保障プラン〔総合型LJ
¥-r ，JK  

引受会社問IDO大同生命 湘uJR I U 
多摩支社町田営業所/町田市中町トト16 町田支庖/町田市原町田 6-17-11
(東京建物町田ビル 8F)TEL 042-722-5756 ( 1 Sピル 1F)TEL 042-724-1211 



しす

河馬

八王子市


